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三陸沖深海域におけるキチジの分布特性
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三陸地方の岩手県沖水深５００～１,４００ｍの梅域において，曳航式深海ＴＶシス

テムと「しんかい2000 」によりキチジを巾心にした魚類の収察が行われた。 キチ

ジは瞳の判別か容易なことおよび曳航式深海ＴＶ システムからの逃遷がほとんどな

く，このシステムが本磴の定量調査に有効であることか示唆された。 曳航式深海Ｔ

Ｖシステムによる飼査からキチジの分布密度は水深５４５～７４０ｍの糞査点で最 も

高い88.5 個休yh ・で，水深の増加とともに密度は低下し，水深Ｕ ２５～1.420m

の興査点では23.2 個体/1 畩と推定された。 またキチジは海・ 谷などの地形が複雛

な場所に特に多く棲息することが判明した。１しんかい2000j による観察から，

キチジは海底谷に限らず，小規模な梱状の地形がある嶋所でも比較的多致棲息する

ことｶ 喟 らかにな・ た。このようにキチ ジの分布は地形の変化がみられる場所に集

中する傾向か認められたが，群は形成せず。単独で生活する種であることが確認さ

れた。

Distributional  Property  of the Kichlji Rdckfish  (Scorpaenjdae)

in  the Deep  Sea Region  off Satuiku
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The  kichiji rock  fish, Seba&tolobus  tnachrochir (Gunter), is one  of the

important  cometciaJ fishes distributed at the continental slope off Santiku.

The  observations of fishes, mainly  tlie kichiji rockfish, by the deep  towed

TV  system and the deep sea research "SH1NKAI  2000"  were operated in the

region twined  from  500  m  to 140Q  m  depth  oCC Iwtte Prefcclurt,

eastern Japan, in October  1983  and July 1984,  respectively. As  the kichiji

tockfish was  easily discriminated from  other fishes and did not escape from

the deep  towed  TV  system, it was judged that this system was effective for

the quantitative research of this fish. Its population density estimated from
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the  observation*  by  the system  was  the range  from  23.2/ha  to  88.5/ha,  The

density  was  the highest at Stn. C-2, where  watei  depth  was  the shallowest in

/our  TV  stations, aad  decreased  with  the  increase  of  water  depth  was  ap-

peared  that the kichiji rockfisb was  more  abundant  at the area of complicated

configuration
 of  the ground,  for instance the submarine  canyon,  than  the flat

ground.  The
 observations  by  "SHINKAI  2000",  moreover,  clarified that

 it

was  distributed  comparatively  abundant  at the  area where  the ground  gently

rose  too. Thus,  there was  a tendency  that the distribution of the kichiji rock*

fish concentrated  fo  the  area where  the  trsnsitbn  of  ccnfiguretica  of  the

ground  existed, but the  present observations  verified that it did not form  the

school  and lived solitary on  the bottom.

1. 篇　　 言

岩手県ICおける底魚類を対象1とした漁業は水葎

200 m 以浅では主1こ底刺網漁■と底延臧漁業が，

200m 以深の大陸棚斜面では沖合底曳綱漁業を中

心と する漁業が行われている．沖合底曳網漁業 の

操業範囲は水深800 m 付近1こまでおよんでいるが，

主な漁場は500 m 以洩であり．深海域の利用は十

分とはいえない． 岩手県では潭海域への漁場拡大

の可能性を探る目的で, 1977 ～1979 年に水深600

～1200m の水域|こおける魚類資源の調査を実施した

ｌs'4'.　 これはオッタートロールを川い岩手県

沖の水深600 ～1200m のほぽ全域を瀏羅した調査

であ･・たが，深海域|こおける魚類の分布や賢源量

の推定|こはなお多くの問題が残されている．

大陸棚斜面|と分布する主な諏桑資源としてはス

ヶトウダラT  furagra cholc･ｌｙａ夕・ma  (Pallas),

マダラCadus macrocephalus Tilesius, オ,tサ

ガ＆&ｓslls iracu㎡・ｓ(Jor ｄａｎ ｅt Starks ).

カレ４頚Pieuronctidae などがあるが．特|こキ

チジSebastlobus macrochi ・CGQnther) は最

も高価で加獲・ も比較的多いため，沖合底曵網漁

業の重要な対象種になっている．

キチジはフ サカサゴ科Scorpaenidae lC 属し．

その生物学的特性については東北水研・．その成

熟と産卵については 三河1) の報告があるが. 生態

的知見は十分とはいえない。

著者らは1983 年と1984 年にそれぞれ曳航式深海

ＴＶシステムと潜水調査船「しんかい2000 」に

よる鯛査の機会を得た。ここではこれらの調査で

得られた資料に基づ き，キチジの分布特性につい

て 報告する｡･

本文に先立ち。これらの調査に参加する機会と

数々の 便宜を与えて下さった海洋科学技術センタ

ー深海研究郎艮の堀田　宏博士を始め関係者の方

々に深甚なる感謝の意を表します。

2. 材料と方法

1983 年10月２～７日に海洋科学技術センターの

潜水凋査船支綴母船「 なつしま」により岩手県沖

合で曳 航式深海ＴＶシステ ムによる海底地形およ

び魚類の観察が行われた。この曳航式深廊ＴＶシ

ステムは梅洋科学技術センターが開 発したもので，

曳航体と船上ユニットから成る。そして，曳航体

に塔載した深海ＴＶの画像を船上ユニットのモニ

ターで 観察でき，かつ，その両像を曳航体のステ

ィルカメラのファインダーとして使用し。シャッ

ターを駆動することができる。また，曳航体の先

端郎には重りを付けた長さ1.5  m のチェ ーンが下

げられており，モニターでこのチェーンを見なが

らケーブル操作を行うことにより， カメラは海底



図 １　曳航 式深海Ｔ Ｖ システム（Ｃ－ ），Ｃ－２，Ｃ－３．

Ｃ－４）と「しんかい2000 」(SH-I.  SH-2.

ＳＨ－３）による調査地点図。実線で圓まれた範囲は

岩手水試の調査２）， ３）， ４）のうち，本研究で比

較に用いた綢査範囲を示す。

Map showing tlle stations operated by the deep吠癶彎ｄ

TV s3 ｓ･ｅｍ（Ｃ－1 ，Ｃ－2. Ｃ－3 ，Ｃ－4 ）afχj the

submersible research vehicle "SHINKAI 2000 ’

(SH-1,  SH-2.  SH-3)  Area enclosed ｂy

the solid fine shows it of the rescやarch compared

ｗith the present results which ｗ魴carrｉｄ out by

Iwate Prcf. Ｆｉｈ.Ｅｘp.St ｎ.（1978.1979.1981 ）

から一定の距離に保たれる。

調査は図１に示した４ヵ所C  C―1  . C  ―2  .

Ｃ－３，Ｃ－４）で行われ， その 水深は航 跡図

（図２）から明らかなように545 ～1.420 m の範

囲である。観察中は常時ビデオによる録画をする

とともに，必要に応じスティルカメラによる撮彫

を行った。得られたビデオテープを再生Ｌキチジ

を計数した。ビデオカメラの撮影幅は平均1.1  m

とＬた。ビデオ画像が不鮮明な場合は写真により

種類の確認を行った。なお，この調査は「しんか

い2000 」 滞航調査のための潜航前調査の一環と

して実施された。

「 し んか い2｛｝00」によ る潜航 調査は1略4年７

月10 日｡12 日，13日に図lS こ示す調査点(SH-

1 . SH  ―2.  SH-3) で実施され， キチジを

中心とする魚類の観察が行われた。この潜航調査

では目視による観察のほか，ビデオカメラとスティ

ルカメラによる撮彫も行った。またSH-3 の潜舶



図 ２ 曳航式深海ＴＶシステムの航跡と 水深（ｍ）。

Ｓ：観察詞始点，Ｆ： 観簾終了点。

Track charts of the deep towed TV system and

water depth （ｍ）

S : Start ， Ｆ: Finish

祠査では餌としてサンマ約3k9 の切身をネットに

入れたものを川い，これに集まる魚頬の観察もあ

わせて実施された。
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表１　 曳航式深海ＴＶシステムによる調査の概要と結果鶚

Outlines and r ｅｓｕ】ts of the research by the deep towed

TV system.

3. 結　　 果

3.1　 曳 航式深 海テ レビシ ステムによる キ

チ ジの分布密度 の推定

曳航式深海Ｔ Ｖ システ ムによる 調査結果を 表１

に示 した｡ 総観察距 離は約42 ㎞,観察面積は, 46,321

㎡ と推 定 され， 観察 され たキチ ジは 合計 ２３３個

体であ った。 分布密度 は調査点 によ って異な り，

最も多いのは 水深が最 も浅いＣ －２ の88.5 個体

/1ｘlで，水深 の増 加|とと もに密度は 減少 した。こ

れは 岩手県水試　 とほぽ同 様の傾向を 示してい

る。

こ のように。 キチ ジの 分布密度は調査点により

差がみられ たが。 各調査点に おけ る10 分 間ごと の

観察 歓に も変動があ り( 図 ３～ ６)，こ れは キチ ジ

の分布様式を反映して いると考え られる。 生物の

分布様 式の判定には 離隅係数divergence  coeffi･

ｃｉｅｎtｌ)がよ く用いられてい る。こ れは分敵Ｖと平
－　　　 －　　　　　　 一

均畝Ｘの比Ｖ ／Ｘで 表わされ， Ｖ ／Ｘ ＝１， ＞Ｌ

＜１であ ると き，そ れぞれ機 会的， 集中的， 均質

的 な分布と判断され る。

ここで は， 深海Ｔ Ｖシステ ムの 曳航速度が 各剥

査点で常にｰ一定であ ったと仮定して，10 分間ごと

に観察 され た個体数を 川いて 離隔 係数を計 算した

(衰 ２)。 その 結果， キチ ジの 分布様 式はＣ － ３

とＣ－ ４では 機会的 分布であ るが.  C  ― 1とＣ－

２では 集中分 布であ ると判定され た。 調 査点|こよ

るこのような分布様 式の違 いは海雌 形状の差によ

ると推定される。機 会的 分布 と判 断され た２調 査

図 ３　 曳航 式深海Ｔ Ｖシステ ムで10 分間ご とに

観察 された キチジの個体数と水深 の変化

(C-  1)

Numer of the kihij rock  fish obser､肥ｄ

ｉ ｅｖｅryt忿ｎ minutes by the deep  towed

TV system and transition  of depth

（C －1 ）

点の うちＣ－３では急激な水深の変化がなく， 平

たんな海底形状をなしてい る(図５)。一方Ｃ－４

では海底谷を繰り返し横断したため急激な水深の

変化が多くみられる( 図２，６)。すな わちＣ－

３は海底が 単調な場所, C-4 は複雑な場所のキ

チジの 分布様式を示したものといえる。これに対

し，築中分布を示したＣ－１とＣ －２では海底形



図４　曳航式深廊ＴＶシステムで10 分問ごと|こ観察されたキチジ

の個体数と水深の変化(C  ― 2 )

Number of the kichiji rockfish observed in eｖeQ･ ten

minutes by the deep towed TV ｓyslｓｍ and transition

of depth （C －2 ）.

図 ５　 曳航 式深向Ｔ Ｖシ ステムで10 分間ご とに

に観察 され たキチ ジの個体数と水深の変

化（Ｃ －３）

Number of ihekichiji rockfish observed

ｉｎｅ彎ry ten minutes by the  deep tｏｗed

TV system and transition of depth

（C －3 ）.

八 ２

伏が単調な場所と複雑な場所が兒られ。 キチジの

観察数は地形が複雑な場所で特に多い傾向がある

（図 ３．４）。

これらのことはキチジは基本的には機会的分布

をする ものの，海底地形が複雑な場所に多く棲息

することを示唆している。

3.2 「しんかい2000」による観察

ｍ　SH-1 水深510m の地点に著底し，西に

向け航 走し２時間33分観察を行った。航走距離は

460 m で，雌臨時の水深は490m であった。梅暖

にはクモヒトデ類が多数分布しており， ナマコの

一種も敵見された。魚類ではイラコアナゴＳｙｕ 一

助 砧叨yl滷μｊ 加μpii Johnson が梅底から１～ ２

ｍ上を遊泳するのが観察された。 しばらく航走す

ると，海底が周囲よりも数十ｃｓ高くなり梱状を 呈

し，側面は岩が露出している場所が現れた。この

地形の Ｌ而や周囲には牛チジが比較的多数観察さ

れた。 キチジは群を形成せず， 全て 巾独で海底

に着底しており。 動きはほとんどみられなかった。

この周辺では オオサガも３回観察された。 オオサ

ガは＆ 八をゆっくり動かして海底rl上,こ定位して



図 ６　 曳航式深海Ｔ Ｖ システムで10 分 間ご とに観察された キチ ジの個

体数 と水深 の変化（Ｃ－４）

崗 ｍｂｅr of the kichiji rockfish observed i every ten minutes

by the deep towed １Ｖ system and  transition of ｄｅｐth（Ｃ－4 ）

表２　 曳航式深海ＴＶシステムによる調査から判定されたキチジの分布様式 ζ

Distribution pattern of the kichりi rockfish judged from the  re･suits

of the research by the deep towed TV system.

いたが，「しんかい2（X）O」が接近すると逃避する

行動を示した。これら２観は棚状の地形から曜れ

た所ではほとんど観察されなかった。チゴダラ科

のエソイソアイナメ＆ μiculu ぷmaximow  iczi

(Herzenstein) は平 たんな鳩所で２回観察され

た。 本種は海底に着底しほとんど動きを示さなか

ったが。「し んかい2000 」が接近すると徐々に勦

き出して逃げた（写真１）。

この潜航では上記以外にイトヒキダラ 乙α。｡

∂１１ｓ2 long  i pes Schmidt  . ヨコスジクロゲソゲ

£ycodes esmarki Collett. シロゲング £冫-

c∂ｇ夕ａｍｓa 2･s Ｍ(Jor ｄａｎ et Fowler )，ソコ

ダラ類Macrouridae ， ハダカイワシ類Myctoph-

idae などが観察された。

121SH-2 水深680 m の地点1と着底し。西|こ

向け航走し。 ３時間 】2分観察を行うた。航走距趙

は550  m, 最大水深は720  mで，離底時の水深は

670 諞であった。海底谷付近|こ●齶したため，海

底は急ながけ，斜面，小規模な梱状地形があり，

複雑な形状であった。 海底は泥で覆われていたが



がけや斜面では岩が露山している所がかなりみら

れた。 キチジは梱状地形の場所でやや多く観察さ

れたが，谷底，がけ。斜面。がけの上などほとん

どすべての場所でみられた。

ここではキチジのほかにオオサガ。ヨ コスジク

ロゲング。 シロゲング，イラコアナゴ， イバラヒ

ゲ Ｃ∂りphaenoides  aぴolepis ( Bean), チゴダ

ラ科の一極およびエイの一種が観察された。また

谷底やがけの'ド部では遺棄された底曳網，延縄な

どの漁具が兇見された。

{3S　SH-3; 水深910m の地点に着底し，西に

向け航走し，３時間29 分観察を行った。航走距離

は850 m ， 離底時 の水深は900 m であ った。海底

はほぼ平たんで底質は泥であった。 イラコアナゴ，

コンゴウアナゴStmenchel μ 鈿rａぷμicus Gill

が比較的多数観察された。これらの人半は海底上

１～２ｍを 遊泳しており，肴底しているものはほ

と んどみられなかった。本調査点では前記２地点

と 比較して，キチジの分布は少なかった。｢ しん

かい20〔〕0｣を停ILし， サ冫マを入れたネットを海

底上に放置し，魚類の蝟集状況を観察した。開始

後約20分でイラコアナゴ，コソゴウアナゴ，イバラヒ

ゲ，ムネダラＣ∂りphaenoid・s pectoralis  (Gi･

lbert) ， チゴダラ科の 一爾が集まり，盛んにサン

マに食い付く行動が観察され。これらの魚類は サ

ンマのにおいに刺激されて集まってきたものと思

われた。 キチジとオオサガはサ冫／マを叫に川いた

底延縄では 漁獲さ れるが。ここでは 令く蝟集せ

ず，特にキチジはこのサンマからｌｍ程度離れた

増所にｌ個体みられたが餌に反応を示す行動は全

〈 認められなかった( 写真１〉。

３． 考　　 察

富士・梶原l)は水中カメラがメガロベｙト スの

定 咀調査に適することを指摘している。わが国Iこ

おける水中カメラを用いた表在性メガロベントス

の定量調査の代表的な ものとしては駿河湾におけ

る研究s) がある。底棲魚類の定量調査に水中 カメ

ラを使川する場合。秡の査定か容易であることは

もちろんであるが。水中カメラと付属品や照明に

よって魚が逃避あるいは蝟集しないことが必要で

ある。このうち前者についてはここで述べた キチ

ジは体色が赤いことで オオサガとともに他の魚類

から容 易に識別でき。また オオサガとは胴部に比

して頭部の幅が広いこと|こより明瞭に区別できる。

後者に ついて は深 海ＴＶシステムのフレームか

らつり下げられたチｘ－ンや嗷りがそばに着底し

た場合には キチジが逃避する行助が観察されたが

多くの場 合には深海Ｔ Ｖシステムが.h を通 過し

てもキチジは静止したままであった。「し んかい

2000 」による観察でもｌｍ以内に 接近しても逃避

する行動はみられなかった。したがって。本研究

で用い た 曳航式深海ＴＶシステムはキチジの定

齟調査に有効であるといえる。

従来キチジは漁業者の経験的な情報から地形が

複雑ないわゆる礁あるいは榠と呼ばれる場所に多

いこと が推測されていた。 深海Ｔ Ｖシステ ムに

よる観察の結果，キチ ジは嘔たんな場所にも棲息

しているものの，地形が枚雑な場所に特に多いこ

とが明らかになった。深廊ＴＶシステ ムが一定

速度で観察したと仮定し. C-2 における結果を

平たんな場所（観察開始から15時まで）と複雑な

鳩所（15時から終了まで）に分けて分布密度を比

較すると，後者は前者の10.8 倍Sこなる。フ サカサ

ゴ抖魚類にはメ･りレ属で顕著なように岩礁地帯に

好んで生活する穩が多 くs）“ ），キチジの分布特性

がフサカサゴ科魚飢の特徴を反映しているとも考え

られる。一方，ここで観察さ れた海底谷などの。

地形が特に槻龝な場 所は底 曳綱に限 らず底延糾

や底刺 網で も操業が困 難な場 所であり。漁貝の

狽耗を避けるために操業を控える漁業者も多く。

このためキチジが保護されて いるとも考えられる。

「しんかい2000.」による観察では小規模な棚状の

地形で も比鮫的多くのキチ ジが観察されたことか

ら。 キチジが平たんな場所よりも複雑な地形に多

いこと は明白であるが，両者における分布密度の

差についてはさらに観察を綴り返す必要があるだ

ろう。

岩丁県沖水深600 ～1200 m の 水域におけるキ

チジの資源量は岩手水試２）３）4）によりオッタート

ロールの単位面疫当たり漁獲凰から推定されてい

る。この調査と本研究では 数年の閥隔があり資源

畷か同じであ ったとは考えられないが。ここでは

その年変動を無視して両者で得られた分布密度を

比較した（ 表３）。なお。同 報告では漁獲量が哦

h1で示されているため，調 査で得られたキチ ジの



平均体重から個体数を逆算した。

オッタートロールの調査で得られたキチ ジの単

位曳網面積当たりの個体数は最も多い水深700 ～

800m でもわずかに3.34 個体/h・で，深梅ＴＶシ

ステムによる調査で得られた値よりも非常に少な

い。深海ＴＶシステムによるキチジの捕そく串が，

100 ％に近いと 考えると，両者の比 はオッタートロー

ノレの漁穫効率を示す。 松宮ほか６）は 九 州志 々伎

湾におけるマダイの調査において，小型底曵き網

の漁獲効串を３～９％と推定している。また｡０-

ht♂）は水中カメラと小型雌曳網Sこよる深海城の

表在性メガロベントスの現存量の比鮫を行い。後

者で得られた値は前者の‰以 下と述べている。表

３に示した倣のうち。 水深1,000 m 以洩では密度

の比は2.2 ～3.8 ％で 上紀の研究に近い包が得ら

れたが｡1.000m 以深では0.1 ～0.6  &と極めて

低い値となった。深海ＴＶシステムによる 調査

のうち，水深1,000 m 以深のＣ－ １とＣ－ ４で は

海底谷やその近傍の観察を行った（図 ２）。このよ

うな場所はキチジの分布が多く。これが表３にみ

表３　オッタートロール（ 岩丁水試1978 ，1989.1981 ）と曳航式深海ＴＶシステムによる綢

査から得られたキチジの分布密度の比較。 ゜印は曳航式深海ＴＶシステム1こよる分布密

度|こ対するオ･，タートロ ールによる分布袍度の割合を示す。

Comparison of the population density of t 励kich りi rockfish obtained from

the research by the d 聴p towed TV system and otter trawl 皿t 【Iwate

Pnlf.Fiｓh.Ｅｘp，Stｎ.】978，1979，1980 ）.Ａｓtｅriｓkｓ reveal the ratio ｏｆ density

by trawl 脯t to it by the d吹p tｏｗａt TV system.
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られるような水深の増加に伴う漁獲効串の 低下と

なって 表れた一因と考えられる。しかしオッタ ー

トロールで得られた密度は水深1,000 m 以深では

それ以 浅よりも大きく減少しており（表３）。 水

深の増加とともにオッタートロールの漁獲効率が

低下する可能性もうかがえ る。

本研究では深海域におけるキチジの分布密度を

明らかにしたが，その分布は海底地形に 大きく影

響を受ける。このため本研究で得られた値を岩手

県沖深海域における分布密度の推定値と考えた場

合には遇大推定になるであろう。 資源量の推定や

上記の漁獲効串の問題については。今後特定の 地

形に片寄らないように調査点を設定した上で曳航

式深 海ＴＶ シス テ ムに よる観察を行うことやト

ロ ールネットを併用した調査を実施することが必

要である。
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‘jμ11･ 1　1 しんかい2000｣ で観察され た魚闥。

Ａ： キチ ジ( 水深500111) ，Ｂ: オオサガ･( 水深 ５００ｍ) ， オオサガのia 力にはか蜆皎な刊|状 の地形か

みられる。Ｃ： ｒ ｙｔ ノｙ イすメ( 水深 ５００ｍ) ． Ｄ：加底にia かねた餌( 寸ン７) とキチ ジ( 水深

900m) ，餌;てはイラコj‘り･ゴか１ １ つている。

ドlｓheｓolｓt･|･ｗ{1 1rｏｍ 'SlllNKA1 2000 爽。 。･丶:KI:hl}1 r,〕ckf】ｓh G00 m deplh ). Ｒ: Ａ】lgl･y rock fish

{500m ＆plh}.T11t･ がoll】】d gently r141･lllｓ　ｓtlcllbcllilχl I he ;l以〔y r･〕ckllｓll.C: Ｂr･〕ｗn lli,kt･1111g

(500m d,･plh).L):lklll{.k,pane ｓc･ｓぷ|ry}p11い',ｎthc μ｡11㎡all,l kichi 】in〕ckjliｓlμ900111 ＆･pl113.

Ｃｕｕllroal tjelｓ Katiie】-ａｒりｕ｢ld llie b;ill，
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